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場合である。このとき, 父母双方から主張される DVや虐待の有無, およ
び子の真意を探ることは非常に困難な作業となるが, 存在するであろう真




































するものであり, その部類は学術上, 片親疎外 (Parental Alienation：以
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(10) リチャード A.ウォーシャック, 青木聡訳『離婚毒―片親疎外という






















































38(830) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(11) 山口亮子「ドメスティック・バイオレンスと離婚後の子どもの監護に
関する取決め」民商法雑誌129巻 4・5 号534頁 (2004年)。
(12) 文中に引用する通し番号の一覧表は論文末の表に挙げる通りである。



















(面接交渉) 申立事件では, 夫が妻に対し「大声で怒鳴りつけ, 暴力をふ
るうことがあり, 未成年者の養育にも非協力的」であることが裁判所によ
り認定された。妻は「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関す
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主張や事実を踏まえ, 父母の不和が厳しく, 父母の緊張関係は９歳, ６歳,
２歳の未成年者らに強いストレスを及ぼし, 未成年者らに弊害を招きかね
ず, その福祉に合致しないとして, 父からの面会交流の申立てを棄却した。
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時計を素手で殴打して壊す, コードレス電話の子機を床に投げつけて壊す,
携帯電話を壁に投げつけて壊すなど, 物に当たった事実があり, 相手方は,
次第に, 申立人に言い返さないようになる一方, 申立人は, 相手方を激し
く責め, 未成年者らの前でも, 相手方を罵倒するようなこともあった」こ
とを認定した。相手方母には, 心的外傷後ストレス障害 (心因反応) が,











告事件は, 父が母へ当面１年間は, 第三者機関の援助を受けて月１回, １
回４時間程度の面会交流, ２年目以降は, 第三者機関の援助なしで宿泊付
きの面会交流, 学校行事, 保育園行事等への参加, 及び成長に関する情報
(学校の通知表, 健康手帳, 母子手帳及び写真等) の開示を求めた事案で
ある。原審は, 母が複数の医師診断により深刻なうつ状態と認められてい
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⑩東京高決平成25年７月３日判タ1393号233頁面会交流審判に対する抗
告申立事件は, 夫から妻への DVは認定するものの, 原審及び抗告審にお

















手方は, 夫婦喧嘩の際, 申立人に暴力をふるったり, 日頃, Ｅに躾と称し
て暴力をふるっていた。平成18年４月×日, 相手方は, Ｅに暴力をふるっ
て怪我をさせ, 申立人がＥを治療のため病院に連れて行っている間に, 相
手方は, ＣとＤを相手方両親宅である肩書住所地に連れて行き, 以後, Ｃ
とＤの監護養育は相手方と相手方の両親で手分けをして行っている」と認










































































(面接交渉) 申立事件は, 母が面接交渉の実施に当たり, 第三者を介在さ
せることを命じたものである。母は父から顔にあざができるような暴力を
振るわれたと主張し, 父も母が殴る蹴るの暴力を加え, 模造刀や竹の棒で


















は, 父が異性関係を詮索し, 暴言, 精神的暴力で威圧することに耐えられ
ないとして子を連れて別居を開始した。その後, 父が待ち伏せして車で子



























































, で DVの主張に対し, 裁判所がそれを認めないか, 決定要因として
いないのは疑問であるが, DVの具体的な状況や, 病院や警察, DV相談
所との関わり, または DV保護命令の申立て等がなければ認定も困難とな
る。なお, 特徴的なのは, (1) ので，加害者が暴力を自ら認め治療を
論
説
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い, 他人と親密な関係を築くことに困難が生じる, [３〕子どもは, 完全
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物事が分かってくると, 監護親に対して怒りの気持ちを抱いたり, 非監護
親を拒絶していたことに対して罪悪感や自責の念が生じることがあり, そ




















本章の各事例はいずれも, 母親が父親からの DVを主張しているが, 父
親はそれを否定して子どもと会わせない母親を批判しており, いわば DV
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(15) 友田・前掲注 (７) 61頁。
(16) Model Code on Domestic and Family Violence, Section 401 (National

















































56(848) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(17) Id. at Section 405.
スもあり, この場合は家庭裁判所が DVを認定することは容易となる。
このような保護命令はなく, 家庭裁判所において当事者が DVを主張す





























(19) Joan S. Meier, Domestic Violence, Child Custody and Child Protection :
Understanding Judicial Resistance and Imaging the Solutions, 11 : 2 Journal of























被害親を痛めつける。その結果, 被害親は, 不安, アルコールの乱用, う


























58(850) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(20) Id.
(21) Id. at 687.
(22) Karen Czapanskiy, Domestic Violence, the Family, and the Lawyering






いじめたり暴力をふるったりしたり, 多動, 強迫観念, 摂食障害, 薬物乱
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(26) バンクロフト・前掲注 (18) 80頁。






















では, 何がその者を DVの加害者とさせるのか。それは, 支配欲であり,


























60(852) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(28) バンクロフト・前掲注 (18) 113頁。
(29) 同上30頁以下。大酒飲みの DVの加害者は高い割合で存在するが, 飲
酒と虐待行為との明確な関連性を示す証拠はないとしている。Theresa M.
Zubretsky and Kala M. Digirolamo 222, 223 (Albert R. Roberts, ed. Helping
Battered Women (1996)).
(30) 同上。Albert R. Roberts, Myths and Realities Regarding Battered
Women 1, 6 (Albert R. Roberts, ed. Helping Battered Women (1996)) にお








































(35) バンクロフト・前掲注 (33) 78頁以下。
(36) バンクロフト・前掲注 (18) 75頁, Meier, supra note 19, at 685.
(37) エレン・ペンス他著・波田あい子他訳『暴力男性の教育プログラム―
ドゥルース・モデル』278頁 (誠信書房, 2004年)。


















































62(854) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(39) Meier, supra note 19, at 683.





あるが, 統計上あるいは傾向上, 監護親となりやすい母親は DVの被害を
訴え, 父親は PASの被害を訴える割合が多いことから, 母親または父親
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(41) 調査によると, 父が子に対し母を疎外させた場合と, 母が子に対し父
を疎外させた場合は, 双方とも子は他方親を拒絶するようになっている。
Amy J. L. Baker & Amy Eichler, The Linkage Between Parental Alienation








頁 (2011年)。国際家庭裁判所／調停裁判所協会 (AFCC) の大会におい
















































64(856) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(44) Joan B. Kelly and Janet R. Johnston, The Alienated Child, A Reformulation
of Parental Alienation Syndrome, 39 Fam. Ct. Rev., 249 (2001).
(45) Stanley S. Clawar & Brynne V. Rivlin, Children Held Hostage, Identifying
Brainwashed Children, Presenting a Case, and Crafting Solutions (ABA,
2013).
(46) ウォーシャック・前掲注 (10) 参照。
(47) 青木聡「離婚による親子引き離しの問題点と共同親権の可能性」法と
心理13巻１号76頁 (2013年), ウォーシャックによる定義より。





対してする行動の強さ, 広さ, および凶悪さにおいて, 同盟や疎遠をはる
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お わ り に
本稿は便宜上, DVタイプと PAタイプに分けて日本の裁判例を分類し,








































66(858) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(53) Kelly & Johnston, supra note 44, at 262.
(54) ウォーシャック・前掲注(10) 248頁。





















































































68(860) 法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月)
(58) 友田・前掲注 (７) 158頁以降。
(59) Peter G. Jaffe, Janet R. Johnston, Claire V. Crooks, Nicholas Bala, Custody
Disputes Involving Allegations of Domestic Violence : Toward a Differentiated
Approach to Parenting Plans, 46 Fam. Ct. Rev., 500, 503504 (2008).
(60) 青木・前掲注 (43) ６頁。



























が好転し, さらに子どもの心理社会的な問題, 学業成績の問題, 身体症状
の問題が軽減ないし消失したと報告している。
(65)
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(62) 水野・前掲注 (25) 122頁。
(63) 榊原富士子監・打越さく良著『改訂 Q&A DV事件の実務 相談から
保護命令・離婚事件まで』141頁以下参照 (日本加除出版社, 2015年)。
(64) ウォーシャック・前掲注 (10) 139頁以下。子どもは自分では拒絶し
ていても, 別居親が会おうとしないと見捨てられたと感じるという。
Kelly & Johnston, supra note 44, at 259.









われは, DVの主張や PAの主張を頭から否定するのではなく, その存在
を前提に研究を進めていく必要があるということである。諸外国では，
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論説






































































































21 東京家審平成18年７月31日家月59巻３号73頁子の監護に関する処分 (面接交渉) 申立
事件：認容


























31 東京家審平成14年５月21日家月54巻11号77頁子の監護に関する処分 (面接交渉) 申立
事件：却下
32 横浜家審平成14年１月16日家月54巻８号48頁子の監護に関する処分 (面接交渉) 申立
事件：却下
33 東京家審平成13年６月５日家月54巻１号79頁子の監護に関する処分 (面接交渉) 申立
事件：棄却
LEX/DBで, 平成13年以降,「暴力」を含む民法766条, 770条, 819条を検索して現れた
事例
論説
法と政治 69巻 2号Ⅱ (2018年 8月) 73(865)
Visitation and Custody in High-Conflict Couples
Ryoko YAMAGUCHI
When parents agree to divorce, they should determine visitation and
custody with the interests of the child as their highest priority. However,
when there is a high degree of conflict between the couple, taking into
consideration the interests of the child become difficult. I examine cases of
high-conflict couples, dividing them into two types. In one group, one parent
and children refuse visitation because of domestic violence (DV) committed
by the other parent during the marriage. This is the DV type. In the other
type, despite the absence of reasons such as DV or abuse, children strongly
resist visitation or completely refuse any contact with the other parent. This
may come about through the influence of an alienating parent, who is trying
to keep children away from the other parent. This is called the parental
alienation (PA) type. It is necessary to examine the adverse effects on the
best interests of the child in cases of both DV and PA. I discuss the problems
and controversies of the DV and PA types with reference to American
research on the topic.
